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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第6回院内研修
日時：12/5(火)、12/6(水)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：精神科における薬物療法　　　　　講師：梅内　エミ
　※各自出欠予定を入力すること。

・第7回院内研修
日時：12/15(金)　17：30～18：30　　　場所：メモリアルホール
テーマ：事故対策について　　　　　講師：藤原　香織JGM
　※各自出欠予定を入力すること。当日出席できない場合にはビデオ研修に出席すること。
　　ビデオ研修：12/18(月)　17：30～

・発達障害就労支援フォーラム2017
日時：11/11(土)　10：00～15：00
会場：八戸市総合福祉会館　2階　多目的ホール

・八戸精神科医会研修会
日時：11/15(水)　19：00～20：30
会場：八戸パークホテル　マグノリア
演者：ハートフル川崎病院　院長　天保　英明先生
内容：専門医制度の動向と最近経験した摂食障害
・統合失調症と多職種連携についての研修会
　日時：11/22(水)19：00～20：30

　会場：八戸グランドホテル　マリンホール

　演者：医療法人　恵風会　高岡病院　副院長　佐藤　創一郎先生
　内容：特別公演　誰かを支える　みんなで支える

　申し込み締め切り：11/17(金)正午まで

・職員インフルエンザ予防接種について

日時：11/20(月)・21(火)15：00～16：00

場所：病院4階ユーティリティホール
料金：無料（予約制）　　※11/15(水)までに接種予約を行うこと

・年末調整は11/15(水)までに提出すること。
・11/24(金)ハローワーク就労に関するセミナーについて

　当日は実際の面接場面を想定し行ってみる予定となっているので、希望者はスーツ着用し、履歴書も作成し持参することとし、5～6名以内とする。また、見学は自由となっている。ミーティングで紹介し、希望者を募っていく。

　⇒対象者（候補者）：川崎弘幸様、佐羽内裕亮様、横町浩様、（大下伸治様）

＜外来情報＞

・寺地　啓喜様～寝てることが多いと話す。入院中よりも眠気が強い様子で表情もやや硬めである。幻聴体験は残存。1日2～3回程度と本人は言うが、独語は増えている様子がある。
・曽我　泰庸様～断酒は継続でき、食事もなんとかとれているという。介護保険は未申請。ガランタミン処方となる。
・鈴木　真知子様～帰宅要求は相変わらずであるが、不穏さはない。幻聴体験は否定している。見当識は保たれており、疎通性も良好。BNSテープ80mgで継続となる。インフルエンザ予防接種施行している。次回12/8　　

・田名部　一樹様～昔の友人について嫌がらせを受けている、証拠がないので言ってもしょうがない、などと話す。妄想と言えるほど確固ではなく被害的な様子がある。幻聴体験は否定している。

・川村　享　様～BW:66.4kg著変なし。インフルエンザワクチン施行。
・小笠原　キワ様～「体調は大丈夫です。」寒いと喉にくる、などと笑いながら話す。

下肢の浮腫は軽ある。
・関　秀治様～著変なし。仕事は出来ている。体調も問題なく過ごせている。処方継続。
インフルエンザ予防接種施行。

・佐々木　理佳様～幻聴体験は否定。食事や睡眠はとれている。ユニバースで働きたい、とアルバイトの希望あるが、17：00～23：00と夜間の勤務であるため現状ではお勧めしない、と説明。PSWにも相談しており、作業所の利用などから勧めてみるが本人はあまり乗り気ではない様子がある。
【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	断酒を継続し現在の生活を維持する。
	①断酒を継続し現在の生活を維持する。
	①デイケアに通い他者交流を図り断酒を継続し現在の生活を維持する。
	他アルコール依存症の利用者と交流することで、お互いの気持ちや共有をし、継続した断酒を行い現在の生活を維持する。

	
	②心配なことを相談できるようになる。
	②心配なことは1人で抱え込まないように相談できるようになる。
	不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	③足に負担にならない運動を行い、筋力を維持する。
	③ストッレチなど足に負担にならない運動を行い、筋力低下を防ぐ。
	足に負担にならない範囲でウォーキングなどを促し、筋力低下を防ぐ。スタッフは足に負担にならない運動を一緒に考えていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケアに通い他者交流を図り断酒を継続し現在の生活を維持する。
	・食欲がない事も時々あると話し、朝から鼻水や吐き気があり食べられないこともあると話している。食欲について医師に伝えていると話している。朝に食事が摂れない時の対応については［自分のことは自分が分かっている］「インシュリンを打たないで低血糖起こしたら大変だから」と不調時の対応を自分で行う事が出来ていると話している。
	食事内容とインシュリンの回数を確認していく。

	②心配なことは1人で抱え込まないように相談できるようになる。
	・フリートーク・ミーティングでは自分の体験談や他者の体験談を聞き交流を図っている。アルコール依存症のメンバーと話すのは「分かってくれるからいい」と話している。
	定期的な面談を行い不安を抱え込まないように関わっていく。

	③足に負担にならない運動を行い、筋力を維持する。
	・ふくらはぎの痛みがあり夜痛さで目覚める時もある。
・身体症状に関しては右足が「びりびりして掴まれているような痛みがある」と話している。自分で揉んだりすると少しは良くなると話している。
・自宅ではスッリパの摩擦で躓き転びそうになることがあると話しているため転倒に注意をしていく。
	糖尿病に関する病識を身に付けるために糖尿病の通院回数、食事内容や検査結果を見せてもらう。薬手帳を確認し糖尿病の薬、インシュリンの回数も確認する。


【目標・治療計画（再立案）】

・目標の変更に関しては、今後話し合い決定していく。
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	1 断酒を
継続し現在の生活を維持する。
	①デイケアに通い他者交流を図り断酒を継続し現在の生活を維持する。
	他アルコール依存症の利用者と交流することで、お互いの気持ちや共有をし、継続した断酒を行い現在の生活を維持する。

	
	②心配なことを相談できるようになる。
	②心配なことは1人で抱え込まないように相談できるようになる。
	不安や悩みがある時は、自分からスタッフに相談する。スタッフは､週1回定期的に面談を行い､本人が相談しやすい関係性を構築していく。

	
	③糖尿病に関する病識を身に付ける。
	③糖尿病による症状を知り対処法を身に付ける。
	糖尿病の対処法を確認していく。


